
土
地
利
用
の
歴
史
地
理
的
研
究
の
一
方
法

内

実

出

土
地
利
用

土地利用の歴史地理的研究の一方法

土
地
利
用
は
千
差
万
別
の
土
地
を
人
々
の
生
活
の
た
め
、
そ
の
附
属
す
る
社
会
の
社
主
経
済
的
要
請
に
こ
た
加
え
て
、
そ
の
繁
栄
、
発
展
、

向
上
を
目
ざ
し
て

(
利
用
し
つ
，
つ
け
る
)
こ
と
で
あ
る
。
①
そ
の
使
い
方
に
は
利
用
・
悪
用
・
保
全
の
三
種
類
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
土
地
利
用
の
型
が
現
れ
る
。
こ
の
土
地
利
用
型
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、
生
産
の
場
と
し
て
の
型
で
、
あ
る
。
面
積
的
な
拡
り
か
ら
み
て

都
市
的
土
地
利
用
よ
り
農
業
的
土
地
利
用
が
優
越
す
る
か
ら
、
農
業
的
土
地
利
用
を
単
に
土
地
利
用
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
土
地

利
用
と
い
う
の
も
農
業
的
土
地
利
用
を
意
味
し
て
い
る
。
勿
論
都
市
的
土
地
利
用
そ
の
も
の
、
そ
れ
と
農
業
的
土
地
利
用
と
の
競
合
等
の

研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

土
地
引
用
の
型
の
社
会
的
、
経
済
的
価
値
今
一
考
え
る
場
合
生
産
の
芳
を
中
心
に
考
え
て
、
自
給
と
商
品
化
(
粗
放
と
総
約
)
の
二
類
型

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
地
利
用
は
土
地
自
然
の
状
態
を
基
本
と
し
、
そ
れ
を
反
映
し
つ
、
社
詮
経
済
諸
条
件
の
発
達
に
伴
っ
て
変
化
す
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る
。
そ
し
て
人
々
が
土
地
自
然
の
条
件
を
改
造
又
は
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
J

L

、
集
約
一
的
土
地
利
用
の
度
合
は
増
大
す
る
。
さ
ら
に
交
通

的
位
置
と
集
約
的
土
地
利
用
は
相
対
的
関
連
を
も
っ
。
土
地
利
用
の
選
択
こ
の
よ
う
な
社
会
的
経
済
的
変
化
に
応
じ
、
粗
放
よ
り
集
約
的



利
用
へ
、
開
発
、
土
地
改
良
等
の
要
請
と
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
れ
故
地
域
の
進
展
す
る
系
列
に
お
い
て
、
土
地
利
用
と
そ
れ
を
支
配
す
る
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詰
因
子
と
の
関
係
及
び
類
型
的
分
類
が
必
要
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
土
地
利
用
の
歴
史
地
五
前
研
究
は
有
用
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
地
程
的

研
究
と
い
う
の
は
、

一
般
に
歴
史
地
理
学
を
過
去
の
弛
張
的
事
象
を
復
元
す
る
狭
義
の
歴
史
地
理
学
と
、
現
在
の
地
理
的
事
象
を
四
位
解
す

る
た
め
に
過
去
に
湖
っ
て
そ
の
成
立
と
発
展
の
過
程
を
考
察
す
る
歴
史
地
型
的
研
究
と
に
分
つ
場
合
@
後
者
の
立
場
を
さ
す
も
の
で
あ

る。

変
化
図
に
つ
い
て
の
吟
味

開
発
に
つ
い
て
は
谷
岡
武
雄
③
氏
に
よ
り
概
観
的
考
察
が
な
さ
れ
、
小
笠
原
義
勝
氏
@
に
よ
っ
て
土
地
利
用
の
優
れ
た
史
的
展
望
が
な

さ
れ
た
。
他
々
の
具
体
的
研
究
は
多
く
、
と
く
に
近
世
の
開
発
に
つ
い
て
は
矢
島
仁
吉
@
・
菊
地
利
夫
氏
⑤
等
の
労
作
に
よ
り
体
系
化
が

な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
土
地
利
用
の
変
化
に
つ
い
て
は
那
須
浩
氏
①
に
よ
る
昭
和
五
年
前
後
恐
慌
に
よ
る
全
国
桑
園
の
変
化
に
つ
い
て
の

分
析
が
あ
り
、
斉
藤
叶
吉
氏
@
に
よ
s

り
関
東
平
野
北
部
の
桑
園
増
減
の
研
究
が
継
続
さ
れ
、
竹
内
常
行
氏
@
に
よ
る
松
本
平
、
相
模
原
台

地
の
開
発
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
。
谷
間
・
矢
島
・
菊
池
氏
の
研
究
は
歴
史
地
理
学
の
研
究
で
あ
り
、
小
笠
原
・
斎
藤
・
竹
内
氏
の
研

究
は
土
地
引
用
の
地
域
形
成
の
研
究
で
あ
り
、
那
須
氏
の
は
農
業
経
済
か
ら
の
数
量
的
研
究
を
主
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
先
き
の
視
点
か

ら
新
旧
の
地
図
を
比
較
し
て
明
治
以
降
の
変
化
を
跡
づ
け
る
た
め
利
根
川
流
域
@
、
下
総
合
地
@
、

三
本
木
台
地
、

新
潟
平
野
等
に
つ
い

て
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
土
地
利
用
の
変
化
が
台
地
の
開
発
、
沼
沢
の
干
拓
低
湿
地
の
土
地
改
良
と
耕
地
整
理
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
を
知
り
得
た
の
で
、
各
々
現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
だ
綜
合
的
に
発
表
で
き
る
段
階
で
な
い
が
一
応
今
迄
の
経
過
か
ら
得
た
点

を
指
J

返
し
た
い
と
思
う
。

土
地
利
用
の
変
化
は
地
図
、
統
計
、
文
献
、
現
地
調
査
等
に
よ
り
総
合
的
に
把
握
さ
れ
る
。
新
旧
の
地
図
を
比
較
す
る
と
い
う
こ
と
は



決
し
て
新
し
い
方
法
で
は
な
い
。
地
形
図
の
計
測
か
ら
人
文
的
事
象
を
解
明
す
る
方
法
及
び
そ
の
吟
味
は
、
地
形
と
の
関
連
か
ら
、
或
は

計
測
値
に
よ
る
地
域
区
分
、
或
は
都
市
の
限
界
、
ま
た
そ
の
地
域
計
測
法
に
討
す
る
吟
味
等
松
井
勇
@
、
吉
村
信
士
ロ
⑪
、
保
物
睦
美
@
氏
等

に
よ
り
行
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
範
囲
は
狭
く
、

一
水
系
或
は
地
理
的
単
元
と
し
て
の
台
地
等
に
及
ぶ
も
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
で
つ

た
。
土
地
別
用
の
変
化
に
つ
い
て
行
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
石
田
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
地
形
図
を
読
図
す
る
場
合
に
、
小
縮
尺
の
一

般
図
を
読
ま
ん
と
し
て
了
解
し
得
る
と
と
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
個
々
の
土
地
的
な
事
象
よ
り
寧
ろ
対
社
会
的
な
る
事
象
で
あ
り
、
大
結

尺
の
地
図
に
よ
っ
て
読
み
得
る
こ
と
は
土
地
的
な
事
実
で
あ
る
@
。

こ
の
点
よ
り
み
て
大
地
域
の
土
地
利
用
の
変
化
を
五
万
程
度
の
縮
尺

で
知
る
こ
と
は
現
在
の
土
地
利
用
を
理
解
す
る
上
に
必
要
か
つ
有
刻
な
方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
つ
ぎ
に
新
旧
地
形
図
を

土地利用の歴史地理的研究の一方法

比
較
し
て
変
化
図
を
つ
く
り
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
と
、

そ
の
限
界
に
つ
い
て
湾
察
し
、
ニ
・
三
の
実
例
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

地
形
図
の
先
駆
を
な
し
た
迅
速
図
(
二
万
)

は
明
治
一
三
年
か
ら
一
九
年
ま
で
に
関
東
一
円
を
、
仮
製
地
形
図
は
明
治
一
七
年
か
ら
二

二
年
に
大
阪
近
傍
が
測
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
万
正
式
地
形
図
が
明
治
一
八
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
測
図
さ
れ
、
そ
の
間
一
一
一
年

に
旧
陸
地
測
量
部
が
創
設
さ
れ
三
測
図
の
継
続
発
行
が
受
継
が
さ
れ
た
的
。

同
二
三
年
全
国
図
を
五
万
の
一
一
地
形
図
と
ニ

O
万
の
一
一
地
勢

図
に
変
更
、
そ
の
後
大
正
六
年
式
図
法
に
変
っ
た
。
戦
後
の
応
急
修
正
版
に
至
る
ま
で
数
次
の
修
正
を
経
て
い
る
。
一
方
明
治
か
ら
継
続
す

る
市
町
村
別
の
土
地
利
用
関
係
の
統
計
は
な
く
、
継
片
的
に
比
較
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
新
旧
の
地
形
図
を
比
較
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
土
地
利
用
の
変
化
を
み
る
こ
と
を
強
ち
徒
労
で
は
な
く
な
せ
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
統
計
数
字
で
表
示
で
き

な
い
そ
の
欠
を
補
い
、
か
つ
土
地
自
体
の
変
貌
止
を
読
み
と
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
周
知
の
如
く
地
形
図
は
土
地
利
用
の
た
め
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に
出
来
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
水
田
等
を
み
る
場
合
に
乾
固
化
し
た
の
か
、
湿
田
化
し
た
の
か
は
解
る
と
し
て
も
、
実
際
に
二
毛
作
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
、
同
様
の
こ
と
は
他
地
自
の
増
減
に
も
該
当
し
、
さ
ら
に
修
正
が
ど
の
程
度
ま
で
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し



か
し
戦
後
応
急
修
正
が
二
十
九
年
に
北
海
道
を
除
き
完
成
し
、
二
六
年
後
半
か
ら
現
地
調
査
を
伴
う
比
較
的
広
範
囲
な
修
正
が
な
さ
れ
て
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い
る
か
ら
利
用
価
値
は
倍
加
し
た
の
。

ま
た
五
万
土
地
利
用
図
の
発
行
さ
れ
て
い
る
地
域
は
そ
の
時
点
ま
で
よ
り
詳
細
に
解
明
で
き
る
。

し
か
し
最
近
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
の
進
展
は
目
覚
し
い
か
ら
地
形
図
上
修
正
さ
れ
た
限
度
を
知
り
、
修
正
時
点
ま
で
と
い
う
限
定
を

受
け
る
。

要
約
す
れ
ば
統
計
の
欠
を
補
っ
て
余
り
あ
る
と
も
い
え
る
変
化
図
も
時
期
的
に
、
地
目
に
、
或
程
度
の
誤
差
と
不
統
一
と
を
ま
ぬ
か
れ

な
い
。
こ
の
点
を
許
容
し
た
う
え
で
用
い
る
と
い
う
欠
点
は
あ
る
が
、
各
地
域
の
主
要
な
問
題
点
を
見
出
し
、
事
象
の
内
容
解
明
へ
の
手

懸
り
を
与
え
る
利
点
が
あ
る
。
こ
の
様
に
作
成
さ
れ
た
変
化
図
を
利
用
す
る
場
合
に
単
に
耕
地
増
減
の
み
に
終
始
す
る
に
と
ま
ら
ず
、
農

業
構
造
或
は
他
の
条
件
か
ら
変
化
の
要
因
を
探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
同
質
異
質
の
パ
タ
ー
ン
を
求
め
さ
ら
に
類

型
化
を
な
す
べ
き
で
あ
る
う
合
。

一
例
と
し
て
利
根
川
流
域
と
下
総
台
地
の
変
化
図
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
利
根
川
流
域
の
う
ち
本
流
は
伊
勢
崎
、
渡
良
瀬
川
は
大
間

々
町
下
流
域
に
つ
い
て
、
前
記
迅
速
図
と
戦
時
中
の
地
形
図
ま
で
の
変
化
図
(
明
治
一
六
l
昭
和
一
九
年
)

を
作
成
し
た
結
果
に
つ
い
て

略
記
す
る
。
利
根
川
を
境
町
で
仮
に
中
下
流
に
分
け
る
と
p

下
流
部
は
僅
か
の
干
拓
地
を
除
け
ば
河
川
改
修
に
よ
る
変
化
以
外
は
余
り
見

ら
れ
ず
、
ム
口
一
地
は
開
墾
が
進
ん
い
る
が
未
だ
林
地
が
各
地
に
散
在
す
る
。
と
れ
に
対
し
中
流
部
は
殆
ん
ど
の
水
田
が
二
毛
作
に
変
じ
、
水

田
利
用
率
は
高
い
。
台
地
上
の
開
墾
が
少
い
の
は
既
耕
地
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
戦
後
の
土
地
改
良
、
な

か
ん
づ
く
利
根
川
下
流
部
の
低
湿
地
帯
の
生
産
力
の
急
激
な
増
大
の
意
味
が
把
握
さ
れ
る
。

さ
ら
に
下
流
部
の
開
墾
地
の
多
い
台
地
の
う
ち
、
下
総
合
地
に
つ
い
て
み
る
と
図
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
迅
図
(
初
順
お
よ
び
修
正

仮
明
治
一
九
年
|
三

O
年
)

と
そ
の
不
足
部
分
を
五
万
初
仮
(
明
治
三
六
|
四
二
年
)

に
よ
り
補
充
し
、
こ
れ
を
戦
前
発
行
さ
れ
た
五
万



に
記
入
、
さ
ら
に
昭
和
一
ニ

O
年
発
行
の
土
地
利
用
図
(
竜
ケ
崎
、
佐
倉
、
千
葉
以
西
)

と
応
急
修
正
仮
(
二
四
!
ニ
六
年
)

と
の
地
目
変

化
を
求
め
、
こ
れ
を
さ
ら
に
ニ

O
万
地
勢
図
に
縮
写
、
台
地
上
の
畑
地
の
開
墾
年
代
を
区
別
し
て
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の

図
は
明
治
中
、
後
期
か
ら
昭
和
二
四
l
三
O
年
ま
で
の
変
化
で
あ
る
。

も
と
の
森
林
、
草
地
荒
地
か
ら
畑
地
に
開
墾
さ
れ
た
地
域
は
台
地
全
域
を
覆
う
け
れ
ど
も
、
地
域
的
差
異
が
認
め
ら
れ
〆
団
地
を
な
す

の
は
台
地
原
面
の
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
中
央
部
幅
約
一

0
キ
ロ
の
地
域
で
ほ
ぼ
南
北
に
連
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
手
賀
沼
印
輝

沼
南
方
の
台
地
に
多
い
。
と
れ
は
徳
川
期
に
小
金
、
佐
倉
諸
牧
が
幕
府
代
官
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
、
維
新
以
来
東
京
窮
氏
、
士
族
授
産
を

目
途
と
す
る
開
墾
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
金
牧
(
台
地
西
部
)
が
早
期
に
耕
地
佑
が
進
み
、
佐
倉
牧
(
台
地
中
・
本
部
)
は
や
や

土地利用の重史地理的研究の一方法

遅
れ
て
始
ま
り
以
後
耕
地
の
増
加
が
卓
越
す
る
。
初
期
の
耕
地
は
集
落
の
後
背
地
に
で
き
、

つ
い
で
大
正
年
間
は
原
野
山
林
が
多
く
畑
地

に
で
さ
」
、

つ
い
で
大
正
年
間
に
原
野
山
林
が
多
く
畑
地
に
変
貌
し
、
昭
和
期
に
入
っ
て
そ
れ
ま
で
散
在
し
て
い
た
耕
地
は
や
が
て
連
続
的

と
な
り
、
戦
後
は
軍
用
地
と
残
さ
れ
た
平
地
林
が
開
か
れ
台
地
は
一
面
の
畑
地
で
覆
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
よ
っ
て
耕
地
拡
張
の
最
も
著
し

い
地
区
を
選
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
、
筆
者
は
八
街
町
の
実
態
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
せ

同
様
の
変
化
の
特
長
は
沖
積
地
の
集
約
化
、

干
拓
等
の
地
域
差
に
つ
い
て
も
指
適
さ
れ
る
。
三
本
木
台
地
新
潟
平
野
、

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
、
歴
史
地
理
的
考
察

土
地
利
用
の
研
究
は
歴
史
地
理
的
研
究
の
必
要
な
と
と
、

そ
の
一
方
法
と
し
て
土
地
利
用
変
化
図
を
つ
く
る
こ
と
及
び
そ
の
吟
味
を
行

っ
た
。
変
化
図
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
各
問
題
点
を
解
明
す
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
相
互
の
特
性
に
応
じ
た
指
擦
を
提
出
ね
ば
な
ら
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r
h
h

、o
Jι
、νま
づ
土
地
利
用
を
規
定
す
る
因
子
を
み
る
と
次
の
如
き
も
の
が
芳
え
ら
れ
る

o
-土
地
自
然
の
状
態
、

2
社
会
的
環
境
、

3
交
通
的
位



置、

4
政
治
経
済
の
発
達
段
階
と
そ
の
機
構
、

5
人
口
密
度

第
二
に
土
地
利
用
の
質
・
量
的
な
変
化
の
指
標
と
し
て

V
農
地
の
増
減
、
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シ
地
目
の
変
換

シ
集
約
度

U4
土
地
新
有

シ
農
業
経
営
等
が
あ
る
。
第
一
と
第
二
の
各
々
は
相
互
に
関
連
す
る
。
例
え
ば
土
地
改
良

に
よ
る
耕
地
の
質
的
向
上
|
乾
田
化
、
反
収
の
増
加
は
Y
と
シ
と
第
一
の
因
子
の
組
合
せ
で
、
土
地
制
度
1

農
地
改
革
前
の
農
業
を
規
定

し
た
地
主
制
、
小
作
慣
行
は
第
一
の

2
と
4
の
因
子
に
分
け
ら
れ
る
。

ニ
・
三
の
例
と
し
て
さ
き
の
下
流
台
地
変
化
図
に
現
れ
た
特
長
の
解
釈
と
、
近
年
ま
で
馬
産
地
帯
と
し
て
の
三
本
木
台
地
の
変
化
に
つ

い
て
記
し
、
台
地
と
対
様
的
な
低
湿
地
を
利
根
川
下
流
地
域
と
新
潟
県
西
蒲
原
平
野
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
地
理
的
解
釈
の
概
略
を
記
述
し

た
い
。台

地
下
総
台
地
前
述
の
開
墾
過
程
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
農
業
が
安
定
す
る
に
は
初
期
入
村
民
の
う
ち
東
京
移
住
者
の
多
く
は
離
村

し
、
地
元
民
や
武
州
農
民
の
移
住
が
あ
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
防
風
垣
と
し
て
の
畦
畔
茶
園
は
武
蔵
野
の
移
植
で
あ

り
、
武
州
の
輪
作
形
態
は
そ
の
ま
ま
下
総
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
其
の
後
の
開
墾
を
規
定
づ
け
た
の
は
地
券
交
付
を
契
機

と
す
る
社
員
(
会
社
は
明
治
一

O
年
解
散
)

の
寄
生
地
主
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
主
制
の
も
と
で
商
品
作
物
の
進
展
を
通
じ
、
小
作
争
議

を
経
て
、
部
分
的
に
は
自
作
農
創
設
を
か
ち
と
る
け
れ
ど
も
、
大
部
分
は
初
期
の
授
産
と
い
う
目
的
と
は
全
く
巽
な
る
状
態
で
農
地
解
放

ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

そ
の
間
関
墾
地
助
成
等
の
施
策
も
あ
り
、
広
い
平
地
林
と
原
野
は
除
々
に
開
か
れ
、
耕
地
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
た
。
ま
た
畑
地
の
耕
地
整
理
(
昭
和
一
六
年
八
街
町
小
間
子
)

が
他
に
先
ん
じ
て
行
わ
れ
た
。
残
さ
れ
た
平
地
林
は
戦
後
解

放
に
よ
っ
て
農
地
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
反
映
し
て
旧
野
付
の
村
々
は
水
田
畑
作
、
台
地
の
新
開
地
は
畑
作
地
帯
と
し
比
較
的
農
家

所
有
面
積
も
ゆ
と
り
が
あ
り
、
戦
後
の
二
三
男
対
様
等
も
最
近
ま
で
分
家
し
て
な
お
充
分
な
余
祐
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
戦
後
東
京
な

ど
の
都
市
と
の
位
置
関
係
か
ら
、
東
葛
台
地
の
近
効
疏
菜
地
帯
、
市
川
の
果
樹
、
ー
向
l

間
部
台
地
の
務
花
生
相
一
寸
商
品
作
物
一
辺
倒
の
地
域
も



成
立
し
た
。

2 

三
本
木
台
地

戦
前
ま
で
多
く
の
軍
馬
と
放
牧
地
l
広
大
な
原
野
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
た
三
木
木
台
地
を
中
心
と
す

る
上
北
地
方
の
隆
起
海
岸
平
野
は
、

そ
の
利
用
度
は
非
常
に
低
か
っ
た
。
僅
か
に
新
渡
戸
伝
父
子

ヤ
マ
セ
の
被
室
ロ
を
受
け
る
と
は
い
え
、

に
よ
る
稲
生
川
導
水
路
の
開
疏
に
よ
り
若
干
の
水
田
が
作
ら
れ
た
に
止
ま
り
、
終
戦
ま
で
南
部
駒
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
こ
の
台
地
は
お
い
て
も
変
化
図
に
現
れ
た
地
目
の
変
化
は
か
な
り
の
量
に
達
す
る
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
稲
生
改
修
に
伴
う
水
田
造
成
、
耕
地
整
理
を
目
的
と
す
る
開
墾
期
成
会
が
設
立
さ
れ
た
、
こ
れ
は
明
治
初
年
開
墾

会
社
設
立
に
よ
っ
て
他
県
か
ら
乗
込
ん
だ
社
員
l
地
主
に
よ
っ
て
音
頭
が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
県
営
を
経
て
国
営
、
次
い
で

土地利用の歴史地理的研究の一万法

戦
後
の
等
二
期
国
営
開
墾
に
入
り
、
固
有
地
、
民
有
地
、
軍
用
地
の
未
墾
地
、
千
拓
地
を
含
め
九
七

O
O
町
歩
の
開
田
畑
が
実
施
さ
れ

た
。
畑
箪
作
地
帯
が
こ
こ
に
水
田
畑
地
帯
と
し
て
、
農
業
技
術
の
進
歩
に
呼
応
し
、
高
い
収
量
(
反
三
石
程
度
)
あ
げ
る
に
至
り
、
安
定

し
た
形
態
を
と
る
に
至
っ
た
。
こ
の
理
由
に
は
冷
害
に
強
い
水
稲
品
種
へ
の
改
良
と
肥
培
管
理
の
改
善
、
農
薬
の
普
及
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ょ
う
。
さ
て
こ
の
様
な
急
激
な
と
も
い
え
る
水
田
化
と
開
畑
は
如
何
な
る
基
盤
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
も
経
営
の
主
体
は
小
規
模
的
零
細
経

と
青
森
県
下
で
最
高
を
占
め
い
た
せ

藩
制
時
代
か
ら
の
南
部
馬
の
産
地
も
明
治
未
期
以
降
各
種
の
畜
産
へ
の
分
化
が
認
め
ら
れ
、

営
者
に
よ
っ
て
大
部
分
が
ま
か
な
わ
れ
、
馬
小
作
は
総
馬
数
の
二
三
区
(
昭
和
一

O
年
)

馬
小
作

が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
明
治
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
粗
放
な
し
か
も
気
象
災
害
の
多
い
農
業
地
域
に
お
い
て

そ
れ
故
に
広
大
な
原
野
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
ら
に
加

は
、
馬
産
は
唯
一
の
現
金
収
入
源
と
し
て
の
価
値
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
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え
て
大
土
地
所
有
に
つ
い
て
一
言
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
官
地
払
下
げ
の
士
族
援
産
に
端
を
発
す
る
開
整
会
社
の
設
立
と
、
社
員
の

資
本
家
的
性
格
の
二
重
性
、
さ
ら
に
牧
場
農
場
の
大
経
営
を
す
る
明
治
中
期
以
降
成
長
し
た
寄
主
層
の
成
長
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な



お
入
会
地
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
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戦
後
牧
野
と
耕
地
と
の
競
合
は
平
担
部
の
開
田
化
に
伴
い
牧
野
の
立
地
を
山
村
放
牧
か
、
又
は
北
部
上
北
台
地
へ
と
追
い
だ
し
た
。
粗

放
的
な
農
業
地
帯
に
放
牧
、
半
放
牧
が
残
り
、
集
約
的
耕
種
農
業
の
地
帯
に
よ
り
多
く
乳
牛
が
導
入
さ
れ
、
半
会
ロ
飼
へ
と
変
り
、
漸
次
馬

産
地
滑
の
性
格
は
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
馬
淵
川
沿
岸
の
果
樹
地
帯
は
奥
入
瀬
川
ま
で
延
長
さ
れ
、
附
近
一
帯
の
農
業
は
こ
こ
に
多
角

化
の
傾
向
を
、
津
軽
的
な
傾
向
を
や
や
帯
び
る
に
至
っ
た
。

三
本
木
台
地
の
耕
地
化
に
よ
っ
て
放
牧
の
一
部
を
引
受
け
た
北
部
上
北
台
地
も
、
ム
7

や
最
も
近
代
化
を
誇
る
機
械
開
墾
(
三

0
1一ニ四

年
)
が
実
施
さ
れ
、
三

0
0
0町
歩
に
新
期
入
植
三
五

O
戸
、
増
反
二

0
0
0戸
を
目
指
し
て
進
行
中
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
放
牧
地

は
飼
育
家
畜
頭
数
と
の
関
係
か
ら
、

さ
ら
に
北
部
か
海
岸
へ
、
或
は
山
付
の
八
甲
田
山
腹
へ
と
追
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
本
木

台
地
の
と
の
様
な
特
質
は
明
治
初
期
の
土
地
所
有
関
係
と
開
発
に
ま
つ
れ
る
社
会
的
環
境
に
お
い
て
下
総
台
地
と
類
似
す
る
が
、
以
後
耕

境
の
前
進
に
お
い
て
時
間
的
差
異
を
、

い
い
か
え
れ
ば
文
化
外
延
の
移
動
と
し
て
把
え
る
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

低
湿
地

-
利
根
川
下
流
地
域
‘
利
根
川
下
流
の
沖
積
地
は
常
習
水
害
地
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
事
実
前
述
の
如
く
戦
前
ま

で
の
乾
田
化
は
一
部
に
ぎ
ず
、
逆
に
水
田
か
ら
沼
田
へ
と
湿
固
化
の
傾
向
も
現
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
小
貝
川
筋
或
は
中
流
部
の
乾
田

化
に
比
す
れ
ば
如
何
に
遅
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
利
根
川
の
下
流
部
は
い
う
ま
で
も
な
く
旧
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
流
路
で
、
元
和

七
年
新
川
通
の
開
撃
と
利
根
川
の
水
を
常
陸
川
に
分
流
し
た
の
が
お
こ
り
と
い
わ
れ
、
寛
永
二
、
承
応
三
、
文
化
六
年
に
拡
張
工
事
が
施
さ

れ
、
現
利
根
川
下
流
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
下
流
域
の
土
地
造
成
に
効
果
が
あ
っ
た
が
広
大
な
集
水
域
を
も
っ
利
根
川
の
溢
水
の
害
に
常

時
悩
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
新
利
根
川
は
印
踊
沼
手
賀
沼
干
拓
の
た
め
寛
文
年
月
に
附
替
え
た
新
川
で
あ
る
が
そ
の
効
な
く
七
年
後
に

廃
川
と
な
っ
た
。
新
利
根
川
筋
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
集
落
と
低
平
な
耕
地
は
輪
中
に
よ
っ
て
僅
か
に
守
ら
れ
て
き
て
い
た
。
昭
和
三
年



河
川
改
修
が
行
わ
れ
た
が
僅
か
な
水
位
の
上
昇
に
も
内
水
の
害
で
悩
ま
れ
て
き
た
。
水
路
(
エ
ン
マ
)
と
舟
が
主
な
交
通
の
担
い
手
で
あ

っ
た
。
昭
和
一
七
年
改
良
事
業
が
実
施
さ
れ
、
戦
後
国
営
と
県
営
と
に
よ
っ
て
新
利
根
川
を
排
水
河
川
と
し
て
、
用
排
水
路
及
び
機
場
の

設
置
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
改
良
事
業
の
結
果
乾
田
化
は
進
め
ら
れ
干
拓
地
は
増
加
し
、
エ
ン
マ
と
舟
は
農
道
と
カ
ル
チ
に

変
り
、
経
営
方
式
は
合
理
化
へ
の
歩
み
を
進
め
て
は
い
る
。
し
か
し
総
て
が
解
決
し
た
わ
け
は
な
く
未
だ
堰
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
二
毛
作

推
進
の
問
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、
耕
地
整
理
も
手
が
つ
け
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

2 

信
濃
川
下
流
西
蒲
原
地
区
の
如
き
低
湿
地
の
特
性
は
、

よ
り
進
ん
だ
形
で
信
濃
川
下
流
亀
田
・
白
根
・
西
蒲
原
な
ど
に
も
み
ら
れ

る
。
西
蒲
原
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
地
区
の
変
化
図
に
現
れ
た
変
化
は
意
外
に
少
い
。
河
川
改
修
と
、
耕
地
整
理
、
島
畑
の
水
田
へ
の

土地;f'eJf.の歴史認型的研究の一方法

転
化
が
あ
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
事
象
は
質
的
変
化
と
し
て
、
こ
の
地
域
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
て
い
る
事
実
な
の
で
あ

る
。
即
ち
大
正
一
一
年
大
河
津
分
水
の
疎
通
以
来
洪
水
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
溢
水
の
被
害
か
ら
ぬ
け
出
る
た
め

の
努
力
が
払
わ
れ
て
き
た
。
信
濃
川
の
後
背
湿
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
低
湿
地
の
状
態
は
、
未
だ
鐙
潟
に
そ
の
片
影
を
止
め
て
い
る
け
れ

ど
も
、
用
排
兼
用
の
西
川
、
大
通
川
、
木
山
の
問
題
は
上
下
流
地
域
の
利
害
の
対
立
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
用
水
堰
の
撤
廃
、
代
償

用
水
の
新
設
に
か
ら
ま
る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
明
治
未
に
水
平
式
排
水
機
が
各
所
に
入
り
、
堰
の
徹
廃
、
用
水
の
新
設
等
に

よ
っ
て
沼
状
態
か
ら
漸
次
大
正
初
期
の
溢
水
田
へ
、
昭
和
一

O
年
頃
か
ら
の
湿
田
へ
、
同
二
八
年
の
半
出
回
或
は
乾
田
へ
と
進
行
し
、
収

量
も
明
治
未
の
八
斗
か
ら
現
在
の
三
・
四
石
に
ま
で
向
上
し
た
。
水
利
の
利
害
関
係
を
打
破
の
て
地
域
全
体
の
発
展
を
目
指
す
土
地
改
良

或
は
耕
地
整
理
事
業
の
進
行
が
、
種
々
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も
、

一
応
か
つ
て
の
低
位
生
産
地
を
進
歩
さ
せ
た
。
現
在
新
川
国
営
濯
慨
排
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的
な
記
述
に
終
っ
た
が
、
こ
れ
ら
低
湿
地
の
発
展
過
程
の
う
ち
に
占
め
る
土
地
制
度
・
技
術
・
水
利
関
係
・
政
策
等
へ
の
結
合
の
仕
方
に

水
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
以
上
一
面
白
意
し
、
地
域
的
特
長
を
見
出
す
た
め
の
指
標
の
選
択
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
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る
、
も
の
で
あ
る
。

表
題
の
一
方
法
と
い
う
よ
り
は
変
化
図
の
紹
介
と
、
断
片
的
な
予
報
に
終
っ
た
こ
と
を
恐
れ
、
こ
の
点
大
方
の
寛
一
知
並
に
御
教
一
不
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
種
々
の
御
指
導
を
与
え
ら
れ
た
岡
山
・
渡
辺
・
藤
井
諸
先
生
に
、
ま
た
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
現
地
の
方
々
に
深
一
部
の
意
念
表

し
た
い
。

① ② ① ① ① ① ⑦ ③ ① ⑩ 

註小
笠
原
義
勝

矢
島

仁
士
口

藤
岡
謙
二
郎

同谷
間

地
理
調
査
所

矢
島

菊
池

邦
須

斉
藤内

内
田

土
地
利
用

経
済
地
理
一
一
二
二

i
一
五

O
頁

歴
史
地
理
学
の
課
題

地
理
三
巻
問
丹
叫
一

1
1
四
四
頁

歴
史
地
理
学
総
説

歴
史
地
理

一
l
一一一一一氏

集
落
の
歴
史
地
理
的
研
究
の
問
題

一
巻
三
号
九

l
一
七
頁

:l:t!l 
理

1EI. 
~:lÊ 

土
地
開
発

日
本
の
風
土

一
五
三

l
J
八
一
一
良

日
本
の
土
地
利
用

一
七
一

1
二
三
二
頁

仁
士
口

武
蔵
野
の
集
落

利
夫

新
田
開
発

上
下

治

本
邦
士
地
利
用
の
研
究

什1・

* 仁3

関
東
泊
方
に
お
け
る
桑
園
増
加
の
形
態

地
評

二
三
巻
二
一
号
他
四
号

常
行

相
模
原
台
地
の
迂
年
の
開
発

早
稲
回
大
学
学
術
研
究
六
号

実

利
根
川
町
法
域
内
凶
土
地
利
用

日
本
地
理
学
会
学
術
大
会
演
旨

間
三

O

|問
昭
二
八

na UH n日 n呂

九 O

間昭
/¥ 

間
二
七

日目昭
三

O
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@ 

同

⑬ 

松
井
同

⑬ 

吉
村
同同

⑭ 

保
朝日
同

@ 

石
田
竜
次
郎

⑮ 

野

@ 

地五
万
分
一
地
形
図
は
昭
和
六
年
以
後
国
内
測
量
実
施
の
暇
な
く
、

課

下
総
台
地
土
地
利
用
の
変
遷

同

昭
三
一

七
巻
一
二
号

nB 
ノ、

勇

統
計
的
簡
便
法
に
依
る
地
J

域
計
測
万
法
に
関
す
る
二
・
三
の
吟
味

多
摩
淘
績
二
丘
陵
の
地
表
傾
斜
と
耕
作
景

f出
評

八
巻
七
八
号
他
一

O
合
併

昭
七

信
吉

地
域
形
態
測
定
の
一
方
法
と
其
の
例

地
域
計
測
万
法
に
就
て

地
域
計
測
論
岩
注
講
座
地
理
学

隆
美

家
屋
等
密
度
線

家
展
等
密
度
線
1

円
り
見
た
る
大
東
京
西
部

正

人
文
地
図
の
読
図
に
関
す
る
概
論
的
叙
説

再
び
迅
・
仮
図
に
つ
い
て

理

五
万
分
一
J

地
形
図
応
急
修
正
版
に
就
い
て

地
評

六
巻
一
一
一
二
号

昭
五

地
評

七
巻
七
号

昭
六

昭
/¥ 

土也
寄F

六
巻
七
号

昭
五

地
評

九
巻
主
一
号

rrs 
/¥ 

地
人
地
理
学
講
座

rrfl 

人
文
地
理

八
巻
二
号

昭
三
一

地
理
調
査
時
報
一
四
号

昭
二
七

ほ
と
ん
ど
が
修
正
さ
れ
ず
終
戦
直
後
に
は
大
部
分
の
五
万
分
は
昭
和
七
・
八

で
利
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、

終
戦
直
後
米
軍
の
指
命
作
業
と
し
て
全
国
に
わ
た
る
地
図
資
料
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
は
日
本
側

こ
れ
ら
の
事
情
に
お
い
て
金
一
閲
さ
れ
た
の
が
応
急
修
正
版
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
ア
ッ
プ
・
ト
ウ
・
デ

年
当
時
の
測
量
成
果
の
ま
ま
で
あ
っ
た
o

ー
ト
の
も
の
に
近
づ
け
る
た
め
、
昭
和
二
一

l
一
一
一
一
年
に
線
影
し
た
約
四
万
分
一
航
摂
写
汗
、
と
、

地
図
資
料
調
賓
の
結
果
を
利
用
し
、
修
正
が
な

さ
れ
た
o

乙
の
場
合
は
写
真
判
続
上
原
則
と
し
て
変
化
範
凶
の
広
い
も
の
の
み
の
修
正
で
あ
る
。
昭
和
二
六
年
後
半
か
ら
は
旧
写
真
の
ほ
か
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
(
抄
録
)

変
化
図
に
お
け
る
小
面
積
の
計
測
は
プ
ラ
ニ
メ
ー
タ
ー
法
と
方
限
紙
法
を
用
い
た
が
プ
ラ
ニ
メ
ー
タ
ー
法
が
臨
切
る
o

し
か
し
相
当
の
時
聞
を
要

す
る
。
大
面
積
に
散
在
す
る
地
円
今
一
計
測
す
る
に
は
統
計
法
が
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中
一
本
だ
計
測
し
て
い
な
い
の
で
計
測
法
に
つ
い
て
は

⑮ 
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し
な
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た
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@ 

内
田

実

台
地
の
開
発
と
土
地
利
用
|
下
総
八
街
町
の
歴
史
地
理
的
考
察

l

⑧ 

日
本
地
理
学
会
土
地
利
用
委
員
会

土
地
利
用
区
分
案

@ 

農
林
省
農
業
総
合
研
究
所
積
雪
地
方
支
所
併
、
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程

駿
台
史
学
八
号

地
評

三
一
巻
一
二
号

四
八
三

l
六
三
五
頁

昭昭
三
三

昭

0 
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